
1
1
6
,
7
5
4
百
万
円
で
あ
り
、
農

業
全
体
の
生
産
額
は
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
果
実
の
生
産
額
は

7
1
,
1
3
9
百
万
円
と
全
体
生
産
額
の

約
6
割
を
占
め
て
お
り
、
山
梨
県
の
農
業

の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
農
家
戸
数
、
基
幹
的
農
業
労

働
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
後
継
者
不
足
も

深
刻
化
し
て
い
る
。

　
山
梨
県
内
で
は
農
業
従
事
者
の
減
少
に

伴
い
、
長
期
間
農
地
を
使
用
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
荒
廃
農
地
の
増
加
が
進
ん
で

い
る
。
荒
廃
農
地
の
存
在
は
、
雑
草
や
病

害
虫
に
よ
る
周
辺
農
地
へ
の
被
害
発
生
、

衛
生
環
境
の
悪
化
、
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

発
展
、
地
域
の
衰
退
な
ど
の
原
因
と
な

る
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
や
、
不
整
形
か
つ

狭
小
な
区
画
の
農
地
が
多
く
、
貸
借
に
よ

る
存
続
は
、
規
模
拡
大
に
よ
り
効
率
的
な

経
営
を
展
開
す
る
農
業
法
人
や
、
新
規
就

農
者
の
希
望
と
マ
ッ
チ
せ
ず
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

ま
た
、
平
坦
で
広
い
農
地
が
少
な
い
た

め
、
大
規
模
農
家
が
少
な
く
、
農
家
1
戸

あ
た
り
の
耕
作
面
積
は
全
国
で
も
下
位
に

位
置
し
て
お
り
、
農
業
所
得
も
低
い
水
準

に
あ
る
。

山
梨
の
農
業
の
課
題
と
将
来
に
向
け
た
動
き

　

山
梨
県
の
農
業
と
い
え
ば
、
古
く
は
江

戸
時
代
か
ら
甲こ
う

州し
ゅ
う

八は
っ

珍ち
ん

果か

と
呼
ば
れ
る

「
葡ぶ

萄ど
う
/
梨な
し
/
桃も
も
/
柿か
き
/
栗く
り
/
林り
ん
ご檎
/
石ざ
く
ろ榴

/
銀ぎ
ん
な
ん杏
」
の
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
果

物
を
栽
培
す
る
為
の
気
候
風
土
が
最
適
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
江
戸
時
代
の
甲
州
街
道

を
通
り
、
江
戸
に
運
ば
れ
幕
府
へ
献
上
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
先
人
の
積
み
重
ね

に
よ
り
、
山
梨
県
は
「
果
樹
王
国
」
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
基
盤
産
業
と
し
て
山
梨
県
の
農

業
は
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
は
、
農
業

従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
後
継

者
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
さ
ら
に
肥
料
を

始
め
と
す
る
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。
今
回
は
山
梨

県
の
農
業
の
現
状
と
課
題
を
確
認
し
、
将

来
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

　

山
梨
県
が
公
表
し
て
い
る
、
令
和

5
年
山
梨
県
農
業
及
び
水
産
業
生
産

額
実
績
に
よ
る
と
、
農
業
生
産
額
は

公益財団法人 山梨総合研究所

1
は
じ
め
に

3
山
梨
県
の
農
業
に
お
け
る
課
題

２
山
梨
県
の
農
業
の
現
状

（
出
典
： 

令
和
５
年
山
梨
県
農
業
及
び
水
産
業
生
産
額
実
績
）

令和5年  農業及び水産業生産額実績

主
任
研
究
員   

山
本 

晃
郷
（
派
遣
元　
甲
州
市
）
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こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、
山

梨
県
内
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
荒
廃
農

地
の
基
盤
整
備
や
点
在
す
る
農
地
の
区
画

整
備
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
整
備
し
た
土
地
を
、
農
地
中
間
管
理

機
構
を
通
じ
て
、
企
業
や
農
業
法
人
に
貸

し
出
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
荒
廃
農
地

の
減
少
や
、
農
業
に
関
わ
る
人
材
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等
の
導
入
・

活
用
が
広
が
っ
て
お
り
、
山
梨
県
内
で
は

先
行
事
例
と
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
等

を
活
用
し
た
ブ
ド
ウ
栽
培
に
お
け
る
熟
練

農
業
者
技
術
の
『
⾒
え
る
化
』
と
新
規
就

農
者
の
栽
培
⽀
援
へ
の
活
用
」
に
つ
い
て
、

行
政
・
大
学
・
企
業
な
ど
が
協
力
し
た
実

証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
熟
練
農
業
者

の
技
術
・
判
断
技
術
の
継
承
や
、
農
業
機

械
の
自
動
化
、
品
質
管
理
、
農
作
業
従
事

者
の
動
作
補
助
と
い
っ
た
様
々
な
研
究
が

行
わ
れ
、
労
働
力
不
足
や
生
産
性
の
向
上
、

生
産
物
の
高
品
質
化
な
ど
、
農
業
が
抱
え

る
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
課
題
の
解
決
や
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

山
梨
県
で
は
「
農
畜
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
の
向
上
」
や
「
生
産
基
盤
の
更
な
る

強
化
」
を
掲
げ
た
農
業
振
興
の
基
本
指
針

と
な
る
「
や
ま
な
し
農
業
基
本
計
画
」
を

策
定
し
て
お
り
、
概
ね
20
年
後
の
目
指
す

べ
き
本
県
農
業
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
中

長
期
的
な
構
想
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
は
、
果
樹
産
地
の
競
争
力
強

化
の
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
本

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
開
発
や
、
早
期
の

産
地
化
に
向
け
た
苗
木
供
給
体
制
の
構
築
、

高
品
質
・
安
定
生
産
に
つ
な
が
る
栽
培
技

術
の
開
発
・
普
及
、
さ
ら
に
は
国
内
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
（「
や
ま
な
し
」
ブ

ラ
ン
ド
の
普
及
推
進
）
に
力
を
入
れ
る
こ

と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
や
再
生
・

活
用
に
向
け
た
農
地
賃
借
や
基
盤
整
備
等

の
推
進
、
農
村
地
域
の
保
全
・
活
性
化
、

貸
し
手
と
借
り
手
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
⽀
援
な
ど
、
山
梨
県

の
農
業
が
向
か
い
合
う
べ
き
課
題
と
、
行

政
が
担
う
役
割
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
い
か
に
多
く
の
地
域
住

民
と
共
有
し
、
実
施
に
つ
な
げ
て
い
く
か

が
重
要
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
山
梨
県
の
農
業
の
課
題
と

将
来
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
理
想

の
将
来
を
実
現
す
る
に
は
、
多
大
な
時
間

と
労
力
が
必
要
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
や
情
報
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
、

地
域
や
企
業
、
行
政
を
つ
な
げ
る
役
割
を

担
う
人
材
の
育
成
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
も
課
題
と
向
き
合
う
と
同
時
に
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
山
梨
県

内
の
農
業
に
携
わ
る
生
産
者
が
豊
か
さ
を

実
感
で
き
、
衰
退
し
て
い
く
農
業
で
は
な

く
持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
、
未
来
へ
進

ん
で
行
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

THINK TANK

４
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
事
例

５
山
梨
県
の
農
業
の

将
来
に
向
け
て

ブドウの粒数を自動で計測する
アプリ「粒羅」の画面

（
出
典
：
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

	

「
ス
マ
ー
ト
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」
よ
り
抜
粋
）

6
お
わ
り
に
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『
竜
王
駅
前
甲
斐
て
き
朝
市
』
は
、
毎
月
第
二
日
曜
日
、
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で
の
3
時
間
、
竜
王
駅
南
北
駅
前
広
場
で
開
催
し
、
地
元
の
新
鮮
な

野
菜
、
赤
飯
や
太
巻
な
ど
の
手
作
り
惣
菜
、
菓
子
・
惣
菜
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、

は
ち
み
つ
、
手
作
り
お
菓
子
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
古
着
の
販
売
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
、
多
種
多
様
な
出
店
を
し
て
い
ま
す
。

　
朝
市
当
日
は
、
親
子
連
れ
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
多
く
の
来
場
者
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
大
変
活
気
に
溢
れ
て
お
り
、
朝
9
時
の
開
始
前
に
は
行
列
が

で
き
て
い
る
人
気
店
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
朝
市
は
、『
甲
斐
て
き
朝
市
の
会
』
が
運
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、

会
の
設
立
の
成
り
立
ち
は
、
15
年
ほ
ど
前
に
遡
り
ま
す
。
当
時
、
定
年
退
職

し
た
人
た
ち
が
「
奉
仕
」
の
気
持
ち
で
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
、
楽
し
く
賑

や
か
に
活
動
し
て
駅
前
を
明
る
く
す
る
た
め
、
不
動
産
会
社
の
駐
車
場
を
借

用
し
て
朝
市
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
29
年
に
は
竜
王
駅
を
拠
点
に
、
駅
周
辺
の
魅
力
が
向
上
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
情
報
発
信
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性
化
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
に
も
後
援
い

た
だ
く
な
か
で
、
名

称
を
「
竜
王
駅
前
甲

斐
て
き
朝
市
」
と
定

め
、
年
々
規
模
を
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
令
和
6
年
9

月
末
時
点
で
は
会
員

数
は
68
名
に
の
ぼ
り
、

毎
月
50
店
舗
前
後
が

出
店
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
朝
市
に
出
店

を
希
望
す
る
場
合
は
、

朝
市
の
会
の
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

事
前
に
実
際
の
朝
市

の
様
子
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
朝
市
役

員
と
の
面
談
を
受
け

た
う
え
で
加
入
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
も
ら
い
ま
す
。
品
目
も
出
店
ス

タ
イ
ル
も
自
由
で
す
が
、
加
入
後
に
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
わ
ず
に
す
ぐ
に

辞
め
た
り
し
な
い
よ
う
、
面
談
の
際
、
会
の
販
売
ル
ー
ル
や
活
動
内
容
等
を

説
明
し
た
う
え
で
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
甲
斐
市
サ
ク
ラ
ま
つ
り
へ
の
出
店
や
竜
王
駅
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
夜
市
」
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

ま
で
で
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
29
年
に
行
っ
た
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
で
し
た
。
市
外
へ
の
移
動
や
、
朝
の
9
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
出
店
し
て
接
客
を
行
う
こ
と
は
、
一
日

を
通
し
た
出
店
の
経
験
が
無
い
方
に
は
辛
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
お
客
さ

ん
も
普
段
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
訪
れ
、
い
つ
も
と
違
っ
た
環
境
で
、
普

             　
　
　

甲
斐
て
き
朝
市
の
会

　
会
長　

穴
水 

滋
規

活
力
あ
ふ
れ
る
甲
斐
て
き
朝
市
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段
と
違
う
お
客
さ
ん
を
相
手
に

話
す
こ
と
は
新
鮮
で
、
や
り
が

い
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

し
か
し
、
会
の
設
立
後
、
す

べ
て
が
順
風
満
帆
に
運
営
し
て

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
市
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
は
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
。
海

外
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の

が
徐
々
に
日
常
生
活
に
影
響
が

出
て
、
朝
市
に
も
暗
い
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
会
員
間
で
は
「
来

場
者
が
減
る
」「
出
店
機
会
が
減

る
」
と
の
考
え
が
広
ま
り
、
50

名
前
後
い
た
会
員
は
一
時
、
半

分
ほ
ど
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

朝
市
の
会
と
し
て
も
、
対
応
策
と
し
て
出
店
者
全
員
へ
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や

手
指
・
物
品
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
行
い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人
に

は
そ
の
場
で
帰
宅
し
て
も
ら
う
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
き
ま
し

た
。
国
か
ら
の
要
請
に
よ
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
員
相
互
の
努
力
に
よ
り
、
会
と
し
て
の
団
結
力
も
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
慢
話
に
な
り
ま
す
が
、
朝
市
の
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
「
地
域
貢

献
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
」
で
す
。
竜
王
駅
周
辺
が
活
力
溢
れ
る
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
出
店
者
の
や
る
気
に
繋
が
り
、
朝
市
が
ま
す
ま
す
明
る
い

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に「
出
店
者
間
の
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
こ
と
」

で
す
。
出
店
者
は
朝
市
の
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
に
加
入
し
、
当
月
の
出
店
位

置
等
の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
内
で
「
朝

市
役
員
」
と
「
出
店
者
」
が
双
方
の
情
報
共
有
が
で
き
る
体
制
を
築
く
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
誰
で
も
出

店
で
き
る
環
境
」が
あ
り
ま
す
。
出
店
料
を
低
額
に
設
定
す
る
代
わ
り
に「
の

ぼ
り
旗
の
設
置
」
や
「
会
場
の
清
掃
」
と
い
っ
た
運
営
を
担
い
、
一
緒
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
作
り
の

手
芸
品
を
試
し
に
売
っ
て
み
た
い
人
な
ど
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
店
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ
は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
表
面
化
し

て
お
り
、
出
欠
席
の
回
答
や
会
場
の
清
掃
な
ど
が
お
ざ
な
り
な
出
店
者
も

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
に
後
援
い
た
だ
い
た
り
、
市
に

も
事
務
的
な
部
分
で
の
協
力
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、

「
参
加
し
た
い
人
が
、
気
軽
に
参
加
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
風
土
の

創
造
」
と
、「
地
域
の
活
性
化
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
会
員
相
互

で
協
力
し
合
う
風
土
の
創
造
」

と
い
う
、
方
向
性
の
異
な
る
組

織
風
土
を
醸
成
し
、
維
持
し

て
い
く
と
と
も
に
、
将
来
的

に
は
自
立
し
た
組
織
と
な
り
、

N
P
O
法
人
化
な
ど
を
目
指

し
、
今
後
も
末
永
く
朝
市
の

会
が
続
い
て
い
く
土
壌
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
間

で
「
出
店
事
務
」「
備
品
管
理
」

「
現
場
管
理
」
な
ど
を
行
い
つ

つ
、
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
朝
市
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

毎
月
第
二
日
曜
日
、
竜
王

駅
で
朝
市
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、「
自
治
の
風
」
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ま
も
ご

来
場
く
だ
さ
い
！

やまなし23



現在暮らしているまちの感想

　富士吉田市に来てまず驚くのは、合成かと思うくらい
巨大な富士山です。街に入り、いざ富士山と対峙すると
ある種の緊張と高揚を感じます。しかし少し周りを眺め
ると、富士山だけでなく多くの低山に囲まれた街である
ことがわかります。どの方角に向かっても山脈が背景に
見える景色は美しいだけでなく、山々と共に暮らしてき
た地域の生活を彷彿とさせます。溶岩台地でありながら
気候の変化が激しい地帯だからこそ、養蚕・絹織物が展
開され、機織の街が成立したと考えられます。厳しい自

然と共存しながら文
化を耕してきた地域
の記憶には熱がこ
もっていて、富士吉
田の人びとからは人
間らしい優しさと誇
りが感じられます。

今後の目標等

　前例が少ない「アーカイブ」活動はより街に優しい発
展のために、地域の記憶をどのように解釈すればいいの
か考える段階にきています。それは「懐かしいね」という
だけでなく、先人たちが我々に何を語りかけているのか
考える必要があると思うからです。そのためには活動に
より多くの人たちを巻き込み、市民主体のムーブメント
として地域の歴史に目を向けていく必要があると思っ
ています。「アーカイブ」が様々な人によって活用され、
未来に紡がれていくために活動していこうと思います。

地域おこし協力隊に応募したきっかけ

　協力隊になるまでは、1人の大学生として富士吉田市
に関わりを持っていました。大学でまちづくりの理論を
学びつつ現場で空き家の改修に携わるなど、理論と実践
を行き来していました。人類学や民俗学的な方法で街の
理解を深めることに興味を持ち始めた頃に、海外留学先
で地域に関する歴史的な資料や写真を保管する「アーカ
イブ」という取り組みに出会いました。富士吉田市にも
まだ知らない歴史的な風景やエピソードが詰まってい
るかもしれない、と考えるとワクワクしてきて、気づい
たら協力隊に応募していました。

日々の活動内容や、活動を通じ感じていること

　現在は地域の生活文化を古写真や語りの記録から紐
解き、公開・活用する「アーカイブ」活動に励んでいます。
具体的には、市民の方々から収集した古写真やエピソー
ドを記録・保全し誰でも閲覧できる参加型のウェブサ
イトを整備しています。それだけでなく、集めた古写真
を展示したり、フィルム映像を上映したりするなど地域
住民と関わる場を大
切にしています。とい
うのも、道端で散歩し
ている地域住民の方
ほど地域に関する面
白い情報を持ってい
たりするからです。

Q1

Q2

富士吉田市
馬場 亮河

Ryoga Baba

Q3

Q4
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地域おこし協力隊に応募したきっかけ

　ふるさとの山梨県のまちづくりに貢献したいと思っ
たことが最初のきっかけです。高校生までを山梨県で暮
らし、大学入学と同時に上京しました。離れてみて初
めて山梨県の暮らしやすさと人の温かさのありがたみ
を感じました。
そして学生時代
に学んだ「まち
づくり」の知識
を活かしたいと
考え、都内での
仕事を辞め山梨
県に戻ってきま
した。

日々の活動内容や、活動を通じ感じていること

　普段は西桂町内の小さな地
域の方の活動から、周辺地域
からたくさんのお客さんが訪
れるイベントまで広く町の取
材をして Instagram などの
SNS で町の魅力発信をして
います。町外への西桂町への
認知度向上を目的に発信を行
うと同時に、町民への町の魅
力再発見にもつながっている
と感じています。そして 10
代・20 代の若者が町の魅力
を再発見することで、西桂町
への「シビックプライド」を
感じ町民が主体となってまちづくりが進んでいったら
より良い町になるなと感じています。

現在暮らしているまちの感想

　所謂よそ者である私をはじめから快く受け入れてく
ださり、たくさんコミュニケーションをとってくださる
のでとても活動しやすいです。取材できるイベントの
情報を教えてくださったり、写真撮影等で頼ってもらっ
たりしています。そのおかげで私も困ったときに頼り
やすいです。また車を走らせればすぐ買い物にも行く
ことができ、都内へのアクセスも良好なので日常生活
での不便さはあまり感じません。

今後の目標等

　任期 3 年の残り 1 年間となり、これまでお世話になっ
た地域の方に還元できるような取り組みをしたいと考
えています。昨年役場庁舎と三つ峠駅舎が新しくなっ
たので、そこのコミュニティスペースを活用して町民
同士交流の場をつくり、西桂への想いを形にしていき
たいと考えています。私が活動を終えた後も自走でき
るようにすることが目標です。特にこれから西桂町を
支えていく子供たちとは積極的にコミュニケーション
を図り、子供たちと「シビックプライド」について考え
西桂町の未来を描いていけたらいいなと思います。具
体的には私主催のワークショップを開催したり、地域
の方の活動や趣味の紹介の場を三つ峠駅舎で行ってい
きたいと考えています。

Q1

Q4

Q2

西桂町
一瀬 こよみ

Koyomi Ichinose

Q3
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「
自
治
体
に
お
け
る
D
X　

地
域
で
の
実

践
を
通
じ
て
」
と
し
て
お
話
し
し
ま
す
。
学

術
的
に
と
い
う
よ
り
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
西
会
津
町
と
柳
津
町
の
C
D
O
、

磐
梯
町
の
ば
ん
だ
い
振
興
公
社
副
理
事
長
、

川
内
村
D
X
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
山
形
県

総
合
政
策
審
議
会
委
員
で
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略

の
策
定
等
を
し
て
い
ま
す
。良
い
時
代
に
な
っ

た
な
と
思
う
の
は
、
田
舎
に
住
み
な
が
ら
国
、

県
、
自
治
体
の
仕
事
も
、
会
社
の
仕
事
も
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

地
方
で
は
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
東
京
に

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
住
み
た
い
所
に
住
み
な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
、
そ
の
背
中
を
⾒
せ
て
い
こ
う

と
田
舎
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

D
X
と
は
。
よ
く
あ
る
勘
違
い
と
し
て
、

D
X
を
I
C
T
活
用
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た

い
。
D
X
と
は
。
経
産
省
の
定
義
で
は
「
企

業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応

し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、製
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と

も
に
、業
務
そ
の
も
の
や
、組
織
、プ
ロ
セ
ス
、

企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、
競
争
上
の
優

位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」。我
々
は「
ユ
ー
ザ
ー

視
点
に
立
っ
て
変
革
を
行
う
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
て
、
つ
ま

り
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
で
す
が
、
も
う
1

つ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
役
場
職
員
の
立
場
も
入
っ

て
い
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
全
て

の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
る
と
な
る
と
、
役
場
は

疲
弊
し
ま
す
。
住
民
の
視
点
も
あ
り
ま
す
が
、

役
場
職
員
が
ど
う
働
き
や
す
い
か
も
大
事
な

視
点
で
す
。
磐
梯
町
の
D
X
は
、
組
織
改
革

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略

室
に
C
D
O
を
立
て
て
、
副
町
長
の
直
下
に

し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
関
係
は
総
務
部
に

あ
り
ま
す
が
、
総
務
部
の
下
だ
と
組
織
改
革

が
で
き
な
い
。
変
革
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
の
で
す
が
、
総
務
部
の
下
で
は
他
の
課

に
対
し
て
何
も
で
き
な
い
の
で
、
副
町
長
直

下
で
C
D
O
は
立
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

前
提
組
織
で
す
の
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
ク

ラ
ウ
ド
・
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
で
実
現

で
き
る
こ
と
は
複
業
人
材
の
積
極
採
用
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
磐
梯
町
は
県
内
上
位
に

い
ま
す
。
磐
梯
「
町
」
の
中
で
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
で
き
る
人
を
探
し
て
も
い
ま
せ
ん
が
、

出
身
者
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て

い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
方
々
の
力

を
借
り
よ
う
と
す
る
と
、
紙
と
鉛
筆
だ
け
の

仕
事
の
や
り
方
だ
と
力
を
取
り
込
め
な
い
。

令
和
6
年
7
月
29
日
に
開
催
し
た「
第
29
回
地
方
行
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」の

講
演
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

講 

師   
藤ふ

じ 
井い 
靖や

す 

史し

― 

西
会
津
町 

Ｃ
Ｄ
Ｏ 

最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者　

総
務
省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

―
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
ク
ラ
ウ
ド
・
テ
レ
ワ
ー
ク

だ
と
遠
隔
に
い
る
人
の
力
を
借
り
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
複
業
人
材
を
積
極
採
用
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
こ
れ
が
で
き
る
と
、
全
国
に

散
ら
ば
っ
た
出
身
者
の
力
を
集
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
ま
で
は
町
か
ら
外
に
出
る
の

は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
今

は
全
国
に
戦
力
が
い
る
状
態
で
す
。
デ
ー
タ

を
⾒
て
ど
う
施
策
を
行
う
か
は
、
役
場
の
中

で
は
な
か
な
か
人
材
が
い
ま
せ
ん
が
、
複
業

人
材
の
積
極
採
用
を
し
て
い
く
の
で
す
。
私

が
副
理
事
長
を
し
て
い
る
ば
ん
だ
い
振
興
公

社
も
組
織
改
革
を
し
て
い
ま
す
。
町
に
は
観

光
課
と
観
光
協
会
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
道
の

駅
、
三
セ
ク
が
い
く
つ
も
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
す
る
部
分
が
分
散
し
す
ぎ
て
い
た

の
で
、
振
興
公
社
を
新
し
く
立
て
て
、
全
部

集
中
し
ま
し
た
。
組
織
を
解
体
し
て
再
結
集

し
て
い
く
時
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
を
使
い
、

県
外
に
住
む
人
材
を
巻
き
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
道
の
駅
の
売
り
上
げ
も
過

去
最
高
に
な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
県
内
有

数
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

別
の
町
で
、
赤
字
経
営
の
町
の
温
泉
施
設

が
あ
り
ま
す
。
設
置
条
項
に
は
福
祉
の
た
め

と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
商
売
を
し
て
稼
ぐ

こ
と
が
町
の
オ
ー
ダ
ー
と
し
て
あ
る
。
民
業

圧
迫
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
稼
げ
と
は
言

わ
ず
に
作
っ
た
。
当
時
は
そ
れ
で
良
か
っ
た

け
れ
ど
、
今
は
稼
が
な
い
と
運
営
が
し
て
い

け
な
く
な
っ
た
。
働
い
て
い
る
人
の
立
場
に

な
る
と
、「
福
祉
の
た
め
っ
て
書
い
て
あ
る
か

ら
、
赤
字
な
ら
町
が
補
填
す
る
の
が
当
然
で

し
ょ
う
？
」
と
考
え
ま
す
。
現
場
と
文
章
で

書
い
て
あ
る
こ
と
が
不
一
致
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
設
置
条
項
を
変
え
な
い
と
お
か
し
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
「
D
X
」
の
「
X
」

の
と
こ
ろ
で
す
。
前
例
踏
襲
型
や
、
議
論
を

避
け
る
風
土
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

変
え
て
い
く
の
か
。
こ
れ
が
一
番
難
し
い
の

で
す
が
、「
D
X
」
の
「
X
」、
変
革
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、避
け
て
は
通
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

事
例
を
話
し
ま
し
た
が
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
色
が
薄
い
と
感
じ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。
D
X
と
は
「
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

が
落
と
し
穴
で
す
。
皆
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
ま

う
と
い
う
呪
い
が
あ
る
。
西
会
津
町
は
、「
西

会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」が
あ
り
、「
主

役
は
町
民
・
町
民
参
加
・
情
報
の
共
有
・
協

働
・
男
女
共
同
参
画
」
を
実
現
す
る
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
形
だ
っ
た
の
で
、
分

か
り
や
す
か
っ
た
。「
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
し
た

い
の
は
、何
の
た
め
に
で
す
か
？
」と
聞
い
て
、

回
答
で
き
る
自
治
体
は
少
な
い
。「
国
が
や
れ

と
言
っ
て
い
る
か
ら
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の

が
残
念
で
す
。「
何
の
た
め
に
こ
の
道
具
（
デ

ジ
タ
ル
技
術
）
を
使
う
の
か
」
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
に
限
っ
た

話
で
は
な
く
「
何
の
た
め
に
仕
事
し
て
い
ま

す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
時
に
、「
う
ち
の
町
は

何
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
っ
け
？
」
と
い
う

状
態
が
問
題
で
す
。「
何
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
」
は
、
D
X
を
し
て
い
く
際
に

大
事
で
す
。
何
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
、
ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
合
意

形
成
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

W
ell-Being

指
標
。W

ell-Being

と

は
幸
福
度
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

庁
は
「
何
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
や
る
の
で

し
た
っ
け
？
」
が
な
か
っ
た
の
で
、「『
幸
せ

の
た
め
』
に
道
具
を
使
う
の
で
す
、
デ
ー
タ

を
使
う
の
で
す
」
と
な
っ
た
。
そ
の
流
れ

でW
ell-Being

指
標
が
今
で
き
て
い
ま

す
。
年
齢
別
で
⾒
る
と
高
齢
者
の
幸
福
度
は

高
い
。
現
役
世
代
の
幸
福
度
は
低
い
の
で
す

が
、
こ
れ
は
世
界
的
に
同
様
で
す
。
幸
福
度

90
％
を
98
％
に
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
幸

福
度
60
％
を
70
％
に
す
る
方
が
施
策
的
に
は

楽
で
す
。
お
金
を
か
け
る
と
こ
ろ
は
現
役
世

代
の
60
％
を
70
％
に
す
る
な
ど
に
フ
ォ
ー
カ

ス
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
各
自
治
体
が

公
表
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
よ
り
整
備

さ
れ
て
い
る
か
が
客
観
指
標
と
し
て
指
標
化

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
α
主
観
的
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。
客
観
的
に
は
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

と
「
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
。
客
観
的
に
施

設
は
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
と
「
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
広

報
や
利
用
者
に
対
す
る
案
内
が
足
り
て
い
な

い
の
が
失
策
な
の
で
す
が
、
住
民
の
声
等
で

や
る
と
、「
足
り
て
な
い
っ
て
皆
が
言
う
か
ら
、

新
し
い
施
設
を
作
ろ
う
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、

客
観
指
標
と
主
観
指
標
が
さ
ら
に
開
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
き
ち
ん
と
客
観
と
主
観
が
揃
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う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
こ
の
指
標
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
施
策
が
生
み
出
る
よ
う
に
な
る
よ
、

と
い
う
の
を
デ
ジ
タ
ル
庁
で
や
っ
て
い
ま
す
。

「
D
X
と
は
」
で
ま
と
め
る
と
、「
ユ
ー
ザ
ー

視
点
に
立
っ
て
変
革
を
行
う
こ
と
」
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
視
点
の
中
に
は
住
民
だ
け
で
な
く
、

役
場
職
員
も
入
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
計
画
等
を
き
ち
ん
と
言
え

る
よ
う
に
す
る
。
何
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
を
明
確
に
し
つ
つ
、
そ
れ
に
対
し

て
い
ろ
ん
な
道
具
を
使
う
形
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。W

ell-Being

指
標
も
道
具
の

1
つ
と
し
て
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
町
で
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
は
職
員
全

員
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
部
署
が
デ
ジ
タ
ル
化
を

や
る
の
で
は
な
く
、
各
課
が
主
体
的
に
予
算

を
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
て
い
ま
す
。
部

長
や
課
長
に
1
on
1
で
「
何
を
目
指
し
て
い

ま
す
か
？
」「
何
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
ま

す
か
？
」
と
話
を
聞
き
ま
す
。
部
長
や
課
長

は
、「
こ
う
や
っ
て
い
き
た
い
！
」
と
い
う
ポ

リ
シ
ー
が
あ
る
。
実
現
す
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
や
り
方
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
に
手
段
を

絞
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
を
含
め
、
何
を
や
り
た

い
か
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
対
し
提
案
す
る
。

各
課
の
ト
ッ
プ
が
「
俺
た
ち
は
こ
れ
を
や
る
」

と
、
各
課
が
予
算
を
取
り
、
進
め
て
い
ま
す
。

　

勤
怠
管
理
の
D
X
。
B
P
R
（
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
で
庁

内
に
あ
る
仕
事
が
ど
れ
だ
け
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

な
の
か
を
数
値
化
し
て
測
り
、
ト
ッ
プ
が
勤

怠
管
理
で
し
た
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
ア
ナ
ロ

グ
デ
ー
タ
を
エ
ク
セ
ル
に
転
記
し
、
そ
れ
を

上
長
に
上
げ
る
と
、
上
長
は
ま
た
打
刻
し
た

も
の
を
⾒
な
が
ら
、間
違
っ
て
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
そ
の
作
業
を
各
階
層
で
や
る
の
で
、

各
々
は
時
間
か
か
っ
て
な
い
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
B
P
R
で
数
値
化
す
る
と
す
ご
い

時
間
に
な
っ
た
の
で
、
カ
ー
ド
で
入
室
・
退

室
を
管
理
し
ま
し
た
。
導
入
し
た
ら
良
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
職
員
の
働
き

具
合
が
担
当
課
の
課
長
以
外
も
⾒
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
課
長
会
議
で
「
そ
こ
の

部
署
今
残
業
多
い
け
ど
、
何
で
？
」
と
い
う

話
を
振
っ
て
く
れ
る
。
す
る
と
「
こ
う
い
う

の
が
あ
っ
て
、
今
残
業
が
多
い
ん
だ
」
と
な

り
、「
応
援
す
る
か
」
と
な
る
こ
と
で
す
。
今

ま
で
は
各
課
が
我
が
城
な
の
で
、
あ
ま
り
情

報
を
出
し
た
く
な
い
と
こ
ろ
を
、
情
報
が
共

有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、

対
策
を
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
勤
怠
管

理
の
D
X
の
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

各
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
担
当
者
に
デ
ジ
タ
ル
知

識
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、

シ
ス
テ
ム
は
業
者
が
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
、

詳
し
い
必
要
は
全
く
な
く
、
職
員
の
働
き
や

す
さ
の
た
め
に
は
ど
う
在
る
べ
き
か
に
詳
し

い
必
要
が
あ
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、

バ
ス
事
業
者
や
ア
プ
リ
開
発
者
が
や
っ
て
く

れ
る
こ
と
な
の
で
、
ど
う
や
れ
ば
住
民
が
移

動
し
や
す
く
な
る
か
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
詳

し
い
必
要
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識

が
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、
各
課
で
ど
ん
ど

ん
導
入
し
て
い
ま
す
。
変
革
を
避
け
る
た
め

の
理
由
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
詳
し
く

な
い
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
か
ら
く
り
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

「
権
限
移
譲
と
デ
ジ
タ
ル
活
用
」。
変
革
す
る

話
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
変
わ
る
の
か
は

語
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
労
働
生
産
性
が

O
E
C
D
31
位
と
、
G
7
で
は
最
下
位
で
、

順
位
も
下
が
っ
て
い
る
。
私
は
20
年
前
に
日

立
か
ら
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
転
職
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
働
き
方
が
全
く
違
っ
て

い
て
驚
い
た
の
で
す
。
1
つ
の
例
と
し
て
は

ア
メ
リ
カ
軍
の
変
化
で
す
。
1
9
9
3
年
の

ソ
マ
リ
ア
紛
争
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ク
・
ダ
ウ
ン
。
ソ
マ
リ
ア
の
街
中
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
撃
墜
さ
れ
て
落
ち
、
助
け
に
行
っ

た
救
出
部
隊
が
待
ち
伏
せ
に
遭
い
一
網
打
尽

に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
空
の
部
隊
は
待

ち
伏
せ
し
て
い
る
の
を
分
か
っ
て
い
た
の
で

す
が
、「
現
場
同
士
で
情
報
共
有
し
て
は
な
ら

ぬ
」
と
い
う
鉄
の
掟
が
あ
っ
て
、で
き
な
か
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
縦
割
り
運
営
を
⾒
直
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
件
で
す
。ど
う
変
わ
っ

た
か
と
い
う
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
か
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
へ
変
わ
っ
た
の
で
す
（
図
1
、
図

2
）。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
は
「
俺
は
聞
い
て
な



やまなし29

い
」
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
指
揮
官
が
知
ら

な
い
間
に
現
場
同
士
で
決
定
す
る
の
で
、
こ

れ
が
許
容
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
も
の
で

す
。
一
番
上
が
知
っ
て
い
な
い
と
進
ま
な
い

の
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

管
理
ツ
ー
ル
を
使
う
と
、
現
場
が
ど
う
決
断

し
た
の
か
、
デ
ー
タ
が
ツ
ー
ル
の
中
に
全
部

記
録
さ
れ
て
い
る
。
指
揮
官
は
あ
と
で
ツ
ー

ル
を
⾒
に
い
け
ば
、
ど
う
い
う
判
断
で
ど
う

決
定
し
た
の
か
、
判
断
で
き
る
材
料
が
揃
っ

て
い
る
の
で
す
。
昔
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
だ
っ

た
の
で
、
一
番
上
に
い
れ
ば
情
報
は
勝
手
に

上
が
っ
て
き
た
の
が
、
今
は
情
報
を
取
り
に

行
く
時
代
で
す
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら

現
場
に
行
っ
て
情
報
を
取
り
に
行
く
と
い
う

働
き
方
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

軍
は
今
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
カ
メ
ラ
を
付
け
て

戦
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。
戦
場
で
録
画
し
て

い
る
こ
と
は
全
部
地
図
上
に
出
て
く
る
の
で
、

戦
闘
が
激
し
く
な
っ
た
ら
分
か
る
の
で
す
。

ロ
グ
イ
ン
す
る
と
カ
メ
ラ
で
戦
場
の
様
子
が

⾒
え
る
の
で
、
⾒
た
後
に
対
応
す
る
。
権
限

を
移
譲
す
る
代
わ
り
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
各

兵
隊
に
持
た
せ
て
記
録
し
て
い
る
。
兵
士
の

命
を
ど
う
守
る
か
、
組
織
を
改
革
し
、
運
用

を
改
善
す
る
と
な
っ
た
時
に
、
こ
の
仕
組
み

は
デ
ジ
タ
ル
機
器
じ
ゃ
な
い
と
実
現
で
き
な

か
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
入
れ
る
の
が
目

的
で
は
な
い
の
で
す
。
兵
士
の
命
を
守
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。　

　

働
き
方
に
関
し
て
、「
P
D
C
Ａ
か
ら
O

O
D
Ａ
ル
ー
プ
へ
」
で
す
（
図
3
）。
未
来

が
予
測
で
き
る
状
況
で
は
P
D
C
Ａ
は
機
能

し
や
す
い
で
す
。「Plan

・D
o

・C
heck

・

A
ction

」
で
、
状
況
が
変
わ
り
や
す
い
と
き
、

プ
ラ
ン
が
無
意
味
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
福
島
県
の
と
あ
る
市
で
は
、
朝

ド
ラ
の
舞
台
に
な
る
の
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
計
画
し
た
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
に
で
き
な
く
な
り
、
予
算
だ
け
あ
る
状
況

に
な
っ
た
。「
P
D
C
Ａ
で
は
な
く
O
O
D

Ａ
ル
ー
プ
で
仕
事
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
現

場
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。
状
況
が
変
わ
り
や

す
い
状
態
で
は
計
画
が
難
し
い
。
O
O
D
Ａ

ル
ー
プ
は
「
⾒
る
・
分
か
る
・
決
め
る
・
動

く

」。「O
bserve

・O
rient

・D
ecide

・

A
ction

」
で
す
。
こ
れ
を
高
速
で
回
し
て
い

く
働
き
方
で
す
。「
⾒
る
」
は
地
域
に
出
る
、

町
を
観
察
す
る
、
デ
ー
タ
を
⾒
る
。「
分
か

る
」
は
地
域
の
課
題
が
分
か
る
、
リ
ス
ク
が

分
か
る
、
町
の
状
態
が
分
か
る
、
デ
ー
タ
か

ら
読
み
解
く
。
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
い
た
リ

ス
ク
は
「
分
か
る
」
か
ら
、「
決
め
て
」「
動

く
」
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ス
ク
が
分
か
っ
て

い
て
決
め
て
動
く
の
で
す
が
、
1
周
目
は
ほ

ぼ
1
０
０
％
失
敗
し
ま
す
。失
敗
す
る
と
デ
ー

タ
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
の
で
、「
⾒
る
」
の
精

度
が
上
が
り
ま
す
。「
⾒
る
」
の
精
度
が
上
が

る
と
、「
分
か
る
」
の
精
度
が
上
が
り
、「
決

め
る
」
の
精
度
が
上
が
り
ま
す
。
2
回
目
も

だ
い
た
い
失
敗
し
ま
す
が
、
ま
た
「
⾒
る
」

の
精
度
が
上
が
り
ま
す
、
と
い
う
形
で
ぐ
る

ぐ
る
回
し
ま
す
。
回
せ
ば
回
す
ほ
ど
高
解
像

度
で
分
か
る
の
で
、
地
域
が
何
に
困
っ
て
い

る
と
か
、
ど
う
在
る
べ
き
か
が
分
か
り
、
解

像
度
の
高
い
仕
事
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の

話
を
す
る
と
よ
く
「
自
治
体
は
失
敗
で
き
な

い
の
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、失
敗
は
ル
ー

プ
を
1
回
し
か
回
さ
な
い
の
で
失
敗
な
の
で

す
。
何
回
も
回
し
た
ら
成
功
確
率
が
上
が
る

の
で
、
各
自
治
体
で
P
D
C
Ａ
か
ら
O
O
D

Ａ
ル
ー
プ
に
体
を
慣
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

失
敗
で
き
な
い
仕
事
で
あ
れ
ば
、
い
っ
ぱ
い

回
転
さ
せ
て
失
敗
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
い

と
い
け
な
い
。
こ
れ
が
「
D
X
」
の
「
D
」

が
小
さ
く
て
、「
X
」
の
と
こ
ろ
で
す
。
P
D

C
Ａ
で
回
し
て
い
た
も
の
に
対
し
て
O
O
D

Ａ
ル
ー
プ
で
や
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
が
変

革
の
大
き
な
1
つ
で
す
。
P
D
C
Ａ
は
未
来

が
分
か
り
や
す
い
こ
と
、
進
捗
管
理
を
す
る

の
に
は
適
し
て
い
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ
り

や
す
い
も
の
は
O
O
D
Ａ
ル
ー
プ
が
適
し
て

図 1

図 3

図 2

組 織 変 化コミュニケーション数が増加

現場に権限を移譲して臨機応変な対応を可能に

組織はピラミッド型からネットワーク型へ
指揮官は現場の判断が正しいのかどうか情報を集約し決断する情報があがってくる時代から取りに行く時代は

PDCA の弊害

OODA（ウーダ）ループ

これまでの
コミュニケーション方法

では把握が難しい

状況が変わりやすい状況で PLAN が無意味
先が見えていた時代のサイクル

みる Observe 観察 相手をよく観察し
わかる Orient 状況判断 方向付けを行い
きめる Decide 決心 まずは決める
うごく Action 行動する 手を動かす

→ Slack、Teams 等
プロジェクト管理ツール

など

指揮官指揮官

指揮官指揮官チャネル数：1

俺は聞いてない問題 ツールを使って自動的に共有

チャネル数：2

チャネル数：16

■仕事の回し方の変化
Plan

みる

きめる

うごく わかる

Check

Action Do
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い
ま
す
。
総
務
省
の
自
治
体
D
X
手
順
書
に

は
P
D
C
Ａ
は
進
捗
管
理
で
使
い
、
O
O
D

Ａ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
柔
軟
で
速
や
か
な
意

思
決
定
を
し
ま
す
、
と
あ
る
の
で
、
O
O
D

Ａ
ル
ー
プ
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
実
践
。
O
O
D
A
ル
ー
プ
を
ど
う

実
践
し
て
い
る
の
か
。「
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず
相

談
室
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
教
室
」
を
や
っ
て
い

ま
す
。
我
々
は
「
⾒
る
」「
分
か
る
」
の
精
度

を
上
げ
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
で
、
お
年

寄
り
と
ど
れ
だ
け
話
が
で
き
る
か
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
い
ま
す
。
対
話
か
ら
本
来
の
課
題

を
探
り
、
ユ
ー
ザ
ー
視
点
を
得
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。
私
も
毎
週
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず

相
談
室
で
話
を
聞
き
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。多
い
の
は「
電
話
料
金
が
高
い
」

と
い
う
相
談
で
す
。
電
話
し
か
し
な
い
人
の

明
細
書
に
、
15
ギ
ガ
の
ク
ラ
ウ
ド
と
書
い
て

あ
る
。
加
入
す
る
時
に
「
こ
れ
に
入
会
す
る

と
安
く
な
る
。
半
年
後
に
退
会
す
れ
ば
い
い
」

と
言
わ
れ
て
入
り
、
10
年
近
く
払
い
続
け
て

い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
本
人
し
か
解

約
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
場
で
電
話
し
て
解

約
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
施
策
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
が

⾒
え
て
き
ま
す
。
高
齢
者
単
身
世
帯
の
交
渉

力
が
弱
い
こ
と
が
本
質
的
な
課
題
な
の
で
す
。

電
話
料
金
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

で
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物

全
般
、
法
外
な
金
額
を
請
求
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
家
族
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
時

は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
お
か
し
い
か
も
」

と
言
う
人
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
い

の
が
現
実
で
す
。
こ
の
問
題
を
役
場
と
し
て

ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
を
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
電
話
料
金
の
⾒
直
し
講
座
を
や
る

と
、
あ
る
程
度
安
く
な
る
。
年
金
生
活
者
に

と
っ
て
月
々
の
数
千
円
は
大
き
い
の
で
、
や

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
域
の
課

題
と
し
て
あ
る
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず
相
談
室
」
で
は
「
⾒

る
」「
分
か
る
」。
地
域
の
人
が
ど
う
い
う
状

況
な
の
か
を
分
か
る
こ
と
が
施
策
に
つ
な
が

る
。
そ
も
そ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て

の
信
頼
度
が
低
い
。
こ
れ
を
分
か
っ
て
い
な

い
と
、
デ
ジ
タ
ル
施
策
は
上
滑
る
と
思
い
ま

す
。
ア
プ
リ
を
出
し
た
け
れ
ど
誰
も
使
わ
な

い
と
い
っ
た
話
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

す
ご
く
大
事
で
す
。

　
B
P
R
。
A
I
、
I
C
T
活
用
と
、
い
ろ

い
ろ
な
手
段
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
そ
こ
に

手
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
て
、
業
務
量
調
査

を
実
施
し
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
が
⾒

え
て
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
む
べ

き
で
す
。
病
院
で
も
健
康
診
断
を
し
て
異
常

を
発
⾒
し
て
か
ら
検
査
を
し
て
手
術
等
の
手

段
を
選
ぶ
段
階
に
い
き
ま
す
。
多
く
の
自
治

体
で
は
、
ま
ず
手
術
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
現
場
は

怖
い
は
ず
で
す
。
業
務
把
握
を
し
て
、
ど
う

い
う
対
策
を
す
る
の
か
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
以

外
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
業
務

量
調
査
を
会
津
12
市
町
村
で
同
時
に
実
施
し

た
際
に
、
窓
口
業
務
に
か
か
る
時
間
の
違
い

が
み
え
て
き
ま
し
た
。
短
く
な
っ
て
い
る
自

治
体
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
真
似
す
れ
ば
、

改
革
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
う
と
、
窓
口
業
務
の

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
窓
口
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
を
調
べ
て
み
る
と
、
時

間
が
長
い
理
由
は
、
町
民
が
来
た
時

に
職
員
が
書
い
て
あ
げ
て
い
た
の
で

す
。
小
さ
い
自
治
体
で
す
か
ら
、
役

場
に
た
く
さ
ん
人
が
来
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
書
い
て
あ
げ
た
方
が
親

切
で
す
。「
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ

て
」
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
安
易
な
効
率
化
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
振
り
返
る

べ
き
は
、
目
指
す
先
で
す
。
西
会
津

町
の
場
合
は
「
主
役
は
町
民
、
町
民

参
加
、
情
報
共
有
、
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
基
本
条
例
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
目
指
す
先
に
あ
わ
せ
て
現
状
の
運

用
を
再
考
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
れ
が
な
い
と
、
単
純
に
時
間
を
減

ら
せ
ば
い
い
、
効
率
化
し
て
い
け
ば

い
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
デ
ー
タ
を
⾒
る
。
基
礎
的
な
デ
ー

タ
が
重
要
で
す
。
道
の
駅
の
デ
ー

タ
は
、
専
門
家
が
⾒
る
も
の
で
は
な

く
現
場
の
皆
さ
ん
が
分
か
る
よ
う
な

デ
ー
タ
の
⾒
せ
方
を
し
て
い
ま
す
。

単
位
面
積
あ
た
り
の
売
り
上
げ
が
わ

か
る
の
で
、
自
分
の
頑
張
り
が
数
字

と
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。
働
い
て

い
る
人
が
商
売
の
喜
び
を
感
じ
る
か

ら
こ
そ
価
値
を
提
供
で
き
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
何
と
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な
く
ど
ん
ぶ
り
で
や
っ
て
い
た
か
ら
商
売
の

喜
び
も
な
い
し
、
前
例
踏
襲
型
に
な
り
ま
す
。

話
を
聞
く
と
「
ト
ッ
プ
が
大
人
の
事
情
で
定

期
的
に
変
わ
る
。
商
売
の
こ
と
は
詳
し
く
な

い
方
か
ら
の
施
策
を
や
っ
て
、
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
ら
現
場
の
せ
い
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
も
う
無
駄
な
動
き
は
し
な
い
」
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
が
変
わ
ら

な
い
限
り
、
よ
い
職
場
に
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
デ
ー
タ
で
⾒
え
る
よ
う
に
し
た
り
、
提
案

し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
皆
が
一
緒
に
成
功
体

験
を
積
み
な
が
ら
売
り
上
げ
を
積
ん
で
い
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
物
差
し
と
し
て
デ
ー
タ

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

職
場
の
年
齢
構
成
比
。
こ
れ
は
あ
る
自
治

体
の
年
齢
構
成
比
で
す
（
図
4
、
図
5
）。
片

寄
り
が
す
ご
く
て
、
薄
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

だ
い
た
い
2
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
自
治
体
は
逆

三
角
形
か
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
取
っ
手
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
弱
い
部
分
で
す
。「
休
職
者
が
多

い
」
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
時
に
、
こ
れ
を

⾒
る
と
「
休
職
者
は
あ
の
辺
だ
な
」
と
分
か

る
。
上
の
世
代
と
下
の
世
代
で
考
え
方
が
違

い
、
薄
い
層
が
分
厚
け
れ
ば
、
上
の
価
値
観

と
下
の
価
値
観
を
う
ま
く
調
整
し
て
回
し
て

い
け
る
。
兵
力
が
い
れ
ば
で
き
る
の
で
す
が
、

兵
力
が
そ
も
そ
も
少
な
い
の
で
、
そ
の
価
値

観
を
埋
め
合
わ
せ
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
負

荷
が
ガ
ー
ン
と
か
か
っ
て
く
る
。
晩
婚
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
層
の
薄
い
世
代
は
子
育

て
を
し
、
高
齢
な
両
親
を
ケ
ア
し
て
い
る
ダ

ブ
ル
ケ
ア
世
代
。
こ
の
世
代
が
働
き
や
す
く

な
ら
な
い
と
、
次
世
代
が
な
い
こ
と
が
問
題

で
す
。
逆
三
角
形
に
な
っ
た
自
治
体
は
上
の

世
代
が
、
未
来
を
創
る
べ
き
世
代
を
⽀
え
る

世
代
に
な
る
と
、
す
ご
く
強
く
な
り
ま
す
が
、

重
石
に
な
る
と
逆
効
果
と
い
う
の
は
、
こ
の

図
形
か
ら
⾒
て
分
か
り
ま
す
。
日
本
の
人
口

は
破
局
的
に
減
少
し
、
世
界
中
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
時
代
に
今
後
突
入
し
て
い
き
ま

す
。
先
が
⾒
え
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る

中
、
デ
ジ
タ
ル
に
限
ら
ず
、
何
で
も
し
て
い

か
な
い
と
難
し
い
時
代
が
や
っ
て
来
ま
す
。

「
こ
の
ま
ま
丸
腰
で
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い

で
良
い
の
か
？
」
と
思
う
の
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

で
す
が
、
最
近
思
う
の
で
す
が
若
者
は
既

に
違
う
道
を
歩
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

人
口
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
が
強
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

人
口
は
減
っ
て
い
る
し
、
競
技
人
口
も
減
っ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ッ
カ
ー
も

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
バ
ス
ケ
も
昔
に
比
べ
て
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
は
変
革
が

で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が

あ
り
ま
す
。「
若
い
世
代
を
中
心
に
情
報
の

オ
ー
プ
ン
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
の
だ

ろ
う
。
若
手
指
導
者
や
選
手
が
最
新
情
報
を

得
て
、
古
い
や
り
方
か
ら
脱
し
て
や
る
べ
き

こ
と
が
明
確
に
分
か
っ
た
こ
と
で
、
勤
勉
で

真
面
目
な
日
本
人
の
長
所
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
仮
説
で

す
。
で
す
が
自
治
体
の
職
員
は
、
若
手
職
員

に
「
う
さ
ぎ
跳
び
（
古
い
や
り
方
）
か
ら
始

め
よ
う
か
」
と
い
う
指
導
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
人
口
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
元
気
な
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
、
最

新
の
情
報
を
入
れ
て
す
ぐ
に
実
施
し
て
い
る

か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
や
自
治
体
で
の
実
践
で
変
わ
っ
た
の

は
、役
場
内
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
、
今
ま
で
同
期
型
だ
っ
た
の
で
す
（
図

6
）。
同
期
型
は
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
も
の

で
す
。
非
同
期
型
は
、
お
互
い
に
時
間
が
あ

る
時
に
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
打
合
せ
や
雑
談
は
大
事
で
す

が
、
会
議
が
延
々
と
続
い
た
り
、
会
議
が
い

く
つ
も
あ
る
と
足
枷
に
な
る
の
で
、
棲
み
分

け
が
大
事
で
す
。
ツ
ー
ル
は
あ
り
、Slack

やTeam
s

な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー

ル
で
仕
事
が
済
み
ま
す
。
電
話
は
ロ
グ
が
残

ら
な
い
の
で
、
言
っ
た
言
わ
な
い
や
、
聞
き

間
違
い
が
起
き
る
し
、メ
ー
ル
も
文
が
長
か
っ

た
り
、
文
脈
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
メ
ー

ル
の
量
が
多
過
ぎ
る
の
で
あ
ま
り
使
っ
て
い

ま
せ
ん
。た
だ
、日
に
ち
が
入
っ
た
メ
ー
ル
は
、

G
oogle

カ
レ
ン
ダ
ー
の
自
動
追
記
機
能
を

使
い
入
力
は
し
な
く
て
済
む
、
と
い
っ
た
便

利
機
能
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
率
的
に
浮
い

図 6

図 4図 5

役場内のコミュニケーション  地域でのコミュニケーション
打ち合わせ

オンライン

プロジェクト管理ツール ホームページ・回覧板など

オンラインサロン・オンラインイベント

祭り・イベント・タウンミーティングなど

ファイルの共有・データ連携 広報活動・オープンデータ・アイデアBOX

同期型
リアルタイム

非同期型
時間があるときに

対応できる

構成比が変わった→バランスが劇的に変わった

三角形から逆三角形へ

未来をつくるべき世代を助けるには？
未来をつくるべき世代が

働きやすい状態になっているか？

2021年4月1日時点 職員年齢構成図
女性男性

例えば、職場の年齢構成からわかること
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Question & Answer た
時
間
を
、
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
に
振
り

分
け
て
い
ま
す
。
会
う
時
間
が
一
番
大
事
な

の
で
、
こ
の
時
間
を
増
や
す
た
め
に
、
事
務

的
な
も
の
は
非
同
期
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
、
Ａ
I
。
議
会
で
、
若

手
の
議
員
さ
ん
が
「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
で
質

問
を
作
っ
て
き
た
」と
持
っ
て
こ
ら
れ
た
。「
返

答
は
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
回
答
さ
せ
よ
う
」

と
、
回
答
さ
せ
た
の
で
す
が
、「
議
会
の
役

割
っ
て
何
で
す
か
ね
？
」。「
Ａ
I
同
士
の
会

話
を
話
す
こ
と
で
し
た
っ
け
？
」
と
な
っ
た
。

技
術
は
本
質
を
問
う
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。

技
術
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
「
人
間
が
や
る
こ

と
っ
て
何
？
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
面
白
い
時
代
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
と
め
で
す
（
図
7
）。
D
X
と
は
何
か
？

ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
て
変
革
を
す
る
こ
と

で
す
。
I
C
T
を
使
う
こ
と
を
目
的
化
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
視
点
を
変
え
て
プ
ロ
セ

ス
を
変
え
る
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
歩
踏
み
出
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ

ン
の
確
認
、
そ
れ
を
達
成
で
き
て
い
る
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
先
ほ
ど
の
Ａ
I
の
話
の

よ
う
に
、
人
間
が
や
る
こ
と
っ
て
こ
れ
で
す

よ
ね
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
作
業
で
は
な
く

て
、
仕
事
と
し
て
や
る
。
ユ
ー
ザ
ー
視
点
は

あ
る
か
？
課
題
の
洗
い
出
し
は
で
き
て
い
る

か
？
職
員
の
課
題
は
何
か
？
と
な
っ
た
時
、

今
の
働
き
方
の
ど
の
辺
に
課
題
が
あ
る
の
か

が
大
事
な
の
で
、
洗
い
出
し
が
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
。
デ
ー
タ
は
き
ち
ん
と
取
れ
て
い

る
か
。
何
も
考
え
ず
に
前
例
踏
襲
に
な
ら
な

い
よ
う
、
デ
ー
タ
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
か
が
大
事

で
す
。
実
施
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
、

な
ん
で
も
専
門
家
頼
み
に
な
っ
て
い
な
い
か

で
す
。

Ｑ
：
国
か
ら
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
確
保
の

指
針
で
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
レ
ベ

ル
ご
と
に
何
人
を
目
標
に
確
保
す
る
か
を

示
せ
と
出
て
い
ま
す
。
Ｄ
X
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
は
職
員
で
は
な
く
て
も
良
い
、
と

話
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
を
ど
う
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
関
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
、
デ
ジ
タ
ル
を
目
的
に
し
な
い
方
が

良
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
力
が
今
後
自
治
体

に
は
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
て
、
結
果

的
に
こ
の
ど
れ
も
が
デ
ジ
タ
ル
的
な
技
術

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
順
番
で

す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、

合
意
形
成
を
取
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
力
で
、
昔
は
経
済
が
右
肩
上
が

り
だ
っ
た
の
で
合
意
形
成
が
取
り
や
す

か
っ
た
。
今
は
集
落
を
閉
め
る
と
い
っ
た
、

誰
か
が
損
を
す
る
合
意
形
成
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

難
易
度
が
と
て
も
高
い
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
や
ろ
う
と
し
た
時
、
若
者
に
ど

う
や
っ
て
そ
の
場
に
来
て
も
ら
う
か
。
対

面
で
は
、
昼
間
の
時
間
帯
は
忙
し
く
て

皆
、
現
役
世
代
は
行
け
な
い
。
そ
う
な
る

と
合
意
形
成
は
、
時
間
が
あ
る
人
だ
け
の

合
意
形
成
に
な
る
。
な
の
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
っ
た
非
同
期
型
、
時
間
が
あ
る
時

に
意
見
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
、

家
か
ら
会
議
に
参
加
で
き
る
形
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
ろ

う
と
思
う
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
順
番
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
も
、
役
場

の
中
を
ど
う
働
き
や
す
く
し
て
い
く
か
は

外
注
で
き
な
い
。
役
場
の
中
を
ど
う
す
る

の
か
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

な
が
ら
進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
自

分
た
ち
の
仕
事
の
話
な
の
で
外
注
が
難

し
い
。
そ
こ
で
、
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
り
、

O
O
D
A
ル
ー
プ
で
チ
ー
ム
全
体
が
解

像
度
を
高
く
仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
デ
ー
タ
を
見

て
ど
う
進
め
て
い
く
か
を
考
え
る
。
先
が

見
え
な
い
現
代
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成

に
関
し
て
は
こ
れ
ら
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
際
に
結
果

的
に
は
デ
ジ
タ
ル
が
道
具
と
し
て
入
っ
て

く
る
と
い
う
順
番
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
人
材

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
人
材
を

目
指
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

藤
ふ じ

 井
い

  靖
や す

 史
し

   
西会津町 ＣＤＯ 最高デジタル責任者
総務省地域情報化アドバイザー

 略歴
● 1977 年生まれ（経営学修士）
● 摂南大学工学部電気工学課卒業、グロービス経営大学院経

営学修士修了。
● 仙台にて株式会社ピンポンプロダクションズを設立して代表

取締役に就任、2012 年に KLab 株式会社とのＭ＆Ａを行い、
イグジット。

● 会津大学産学イノベーションセンター准教授を経て、現在は
西会津町 CDO（最高デジタル責任者）、柳津町 CDO、ば
んだい振興公社副理事長、会津の暮らし研究室取締役、そ
の他、CODE for Japan フェロー、デジタル庁オープンデー
タ伝道師、総務省地域情報化アドバイザー、山形県総合政
策審議委員なども務める。

図 7

自治体における DX　まとめ
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Q
QuestionQuestion

給与制度のアップデートについて教えてください。

A
AnswerAnswer

　給与制度のアップデートは、令和６年８月の人事院勧告において、現下の人事管理上の重点課題（①人
材確保への対応、②組織パフォーマンスの向上、③ワークスタイルやライフスタイルの多様化への対応）
に対応し、時代の要請に即した給与制度に転換するために示された方針です。具体的には、６つの観点（①

若年層競争力、②職務職責重視、③能力実績反映、④地域給与反映、⑤採用・異動ニーズ、⑥環境変化対応）から給
与制度の整備を行うことが示されており、一部を除き、令和７年４月から実施することになっています。なお、山梨
県の人事委員会勧告についても、当該内容を反映したものとなっています。

　給与制度のアップデート措置内容一覧（主なものを抜粋）
　1. 俸給（若年層競争力、職務職責重視、能力実績反映）
　　○ 新卒初任給や若年層の俸給月額を大幅に引上げ（令和６年４月より実施）
　　○ 係長級～本府省課長補佐級の俸給月額の最低水準を引上げ
　　○ 本府省課室長級について､ 職責重視の体系に刷新
 ▶ 俸給月額の最低水準引上げ、隣接する級間の俸給月額の重なり解消などにより、昇格時に給与が大きく上

がる仕組みに
 ▶ 成績優秀者は昇格により更に大きな給与上昇を確保
　2.  地域手当（地域給与反映）
　　○  地域の民間賃金に関する最新データを反映
　　○  隣接する市町村との不均衡などの指摘も踏まえ､ 支給地域等を見直し
 ▶ 支給地域 ： 市町村単位から都道府県単位へ広域化。民間賃金の高い中核的な市は個別指定
 ▶ 級地区分 ： ７段階から５段階へ削減
 ▶ 激変緩和 ： 支給割合の引下げは４ポイント以内に抑制､ １年１ポイントずつ段階実施
    引上げは都道府県割合の１段階上までに抑制､ 原資の状況を踏まえて段階的実施　
　3. その他諸手当（採用・異動ニーズ、環境変化対応）
　　○ 配偶者に係る扶養手当を廃止し､ 子に係る扶養手当を充実
　　○ 再任用職員にも異動に資する手当（住居手当等）を支給
　4. ボーナス（能力反映実績反映）
　　○ 勤勉手当の成績率上限を引き上げ、特に高い業績を挙げた者のボーナス増額を可能に

自治 Q&A お答えします！ Q&A
Question & Answer

自  治

〈給与制度のアップデートの基本的な考え方〉
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　令和 5 年 12 月、第 33 次地方制度調査会の「ポストコロナの経済社会に対応する地方制度のあり方に関
する答申」において、今後の地方行政のあり方に関し、対応が必要な課題の一つとして、「地方公共団体相
互間の連携・協力及び公共私の連携」が挙げられています。

　地方公共団体の経営資源が制約される中で、持続可能な形で行政サービスを提供し住民の暮らしを支えていくため、
地方公共団体が、地域や組織の枠を越えて資源を融通し合い、他の地方公共団体や地域の多様な主体と連携・協働し
ていく取り組みを深化することが求められています。
　地方公共団体相互間の連携・協力の取り組みについては、柔軟な連携を可能とする仕組みとして設けられた連携協
約をはじめ、様々な事務の共同処理の仕組みが整備され、地域の実情に応じて最適な連携手法を選択できる環境が整
備されており、ごみ処理や消防など様々な分野で取り組みが進んでいます。
　また、地方においては、少子高齢化・人口減少の局面に的確に対応していくための連携の枠組みである連携中枢都
市圏や定住自立圏の形成が進められ、広域的な産業政策や観光振興、災害対策などで成果を上げています。
　今後、インフラの老朽化や人手不足などの資源制約が深刻化する中、地方公共団体は持続可能な形で住民生活を支
えていくために、それぞれが有する資源を融通し合い、共同で活用していく視点がますます求められています。
　具体的には、市町村の自主的な連携による公共施設の集約化・共同利用や、技術職員、デジタル人材等専門人材を
確保、育成する取り組みが重要です。
　その上で、地域の実情や市町村のニーズを踏まえつつ、国や県が市町村間での合意形成が円滑に進むよう、適切な
助言や調整、支援を行っていきます。
　国では、地域が直面する変化や課題についての長期的な見通しを、客観的なデータに基づいて整理しようとする取
り組みである「地域の未来予測」を踏まえた、目指す未来像を積極的に支援しているところですが、この「地域の未
来予測」は、住民の日常生活の範囲が広域である場合もあることから市町村単位に限らず、市町村間で共同して作成
することも有用です。

自治体間の連携・協力の推進について教えてください。Q
QuestionQuestion

A
AnswerAnswer

Q&A
Question & Answer

自  治

連携手法 ( 共同処理制度 )
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デジタル活用推進事業債について教えてください。Q

QuestionQuestion

A
AnswerAnswer

　担い手不足が急速に深刻化するおそれがある中、地方団体が自治体 DX や地域社会 DX の推進に寄与す
る情報システムや情報通信機器等の整備に取り組んでいけるよう、令和７年度から新たに「デジタル活用推
進事業債」が創設される予定です。

　対象事業
　デジタル活用推進計画 ( デジタル活用による効率化の効果等を記載 ) に位置づけて実施する以下の事業

（１）行政運営の効率化・住民の利便性向上を図る自治体ＤＸの推進　　　　　　　
① システムの導入（初期経費）
　 ア　住民サービスの提供に必要なシステムの導入
 イ　共同調達によるシステムの導入
② 情報通信機器等の整備
 ア 住民利用の情報通信機器、住民サービスの提供に必要な
   職員利用の情報通信機器の購入
 イ 公共施設のネットワーク環境の整備

（２） 地域の課題解決を図る地域社会ＤＸの推進
  地方団体及び公共的団体等による地域の課題解決に資するシステムの導入及び情報通信機器等の整備　　　
　　　（地域の課題解決）
　　　・医療、交通等日常生活に不可欠なサービスの確保
　　　・農林水産業、観光など地域産業の生産性向上等

　地方財政措置
　充当率：９０％　　  償還年限：５年
　交付税措置率（地方単独事業）：５０％

   事業期間 
　令和１１年度までの５年間

　国の事業費
　１，０００億円

Q u e s t i o n  &  A n s w e r

（書かない窓口）

出典：総務省

（オンライン診療）
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県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行われています。
今回は、市町村から県へ派遣され活躍している皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

から こんにちは県 町 村市  がんばっていま～す。

　

富士・東部建設事務所
技師 （R６.４月〜派遣）
中尾 駿佑

（大月市）

治水課下水道室
副主査（R６.４月〜派遣）
深澤 智弘

（甲州市）

市町村課
主任（R６.４月〜派遣）　
伊藤　嶺

（甲斐市）

人の生活が良好になる道路改良事業を目指す
　道路課北部道路担当として、主に大月市・小菅村・丹波山村の国道・県道など主要な幹線道路の整備を推進
する業務を行っています。
　具体的な業務内容としては、バイパスの推進事業、橋梁の耐震補強業務、各種委託業務などを担当しています。
　その中でも特に印象に残っているのは、交差点部の道路改良事業です。
　この事業では関係機関との密な協議が必要であり、市では経験したことがないため、慎重かつ迅速に業務を
進める必要があると実感しました。
　このほか、橋梁の耐震補強工事を担当したことも印象に残っています。
　市にいた際にも工事の監督員業務を担当していましたが、橋梁の工事は未経験でしたので、道路課の方々に
相談しながら業務を進めました。
　道路改良事業などの業務を通じて、関係機関との調整がいかに重要かを強く感じました。1つの事業に対し
て想像以上に多くの協議が必要であることを実感しました。
　市では経験できない業務ばかりでしたので、この貴重な経験を今後市の事業でも生かしていきたいと思って
います。

生活環境改善と公共用水域の水質保全を図る
　現在、県土整備部治水課下水道室の計画管理担当に在籍しています。
　計画管理担当の業務としては、県が運営する流域下水道の維持管理及び財政計画、下水道事業会計、下水道
の普及促進に関する業務等があります。
　私の担当業務は、流域下水道の維持管理費負担金の精算・請求、流域下水道の接続事務、県内下水道の普及
状況調査のとりまとめ・公表等です。
　現在在籍する部署の業務に携わる中で、印象に残っているのは「下水道まつり」の開催です。
　下水道まつりは、9月10日の「下水道の日」の行事の一環として毎年開催しており、今年は釜無川浄化センター
を会場として行いました。
　実際に下水処理場を見学できる「下水道探検ツアー」など、多くの方に下水道の仕組みや役割を知っていた
だく機会となり、有意義なものとなりました。
　現在の部署の業務を通して感じることは「視野の広がり」です。
　市職員と県職員では立場の違いから、新たな視点による考えが求められます。
　さらに、下水道室の皆様はじめ多くの方の考えやご助言に触れることは、多角的視点から思考を深めること
ができ、貴重な学びとなっています。
　この学びを基礎とし、今後はどのような分野でも課題解決に貢献できる職員として成長していきたいです。

円滑な市町村税政の運営
　県と市町村の橋渡し役を担う市町村課に在籍しており、地域振興担当、行政選挙担当、税政担当、財政担当
の中で、税政担当として主に固定資産税（土地・家屋）や譲与税、地方税の電子申告及び納税関連の業務を担
当しております。
　初めて税の業務に携わるため、市町村のご担当者様にご迷惑をおかけしてしまったこともあったと思います
が、自身の知識や理解の不足を痛感しつつ、勉強の日々を送りながら、なんとか業務を進めて参りました。
　今年度は通常の担当業務をこなすほかに、衆議院議員総選挙や全国過疎問題シンポジウムといったイレギュ
ラーな業務があり、それらを担当課として経験できたことは貴重な機会であったと感じております。
　また、交付税検査についても、県職員の目線で経験できたことは大きな収穫であったと印象に残っております。
　市町村課に在籍したことにより、チームワークの大切さを再実感しました。
　甲斐市でも多くの方に支えられてきましたが、今回、新たな環境に身を置き、右も左もわからない中で、市
町村課の皆様方に多くのことを教わりながらここまでやってこられました。
　今後、甲斐市に戻りどのような部署に在籍することとなっても、関わりのある全ての方々とのつながりを大
切にしながら、職務に励みたいと思います。
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市町村課
主任（R６.４月〜派遣）
堀池 将展

（富士吉田市）

市町村課
主事（R６.４月〜派遣）
田中 祐也

（北杜市）

業務効率化と住民サービス向上に向けて
　私が在籍する行政選挙担当 ( 行政 ) には、地方自治制度、地方公務員制度、住民基本台帳制度の 3つの主要
業務があります。
　私は主に地方自治制度の業務のうち、県から市町村への事務・権限の移譲、市町村間の事務の共同処理、財
産区議会条例、一部事務組合等の規約変更などに携わっています。
　事務の共同処理業務のうち、連携協約に関するものですが、やまなし県央連携中枢都市圏 ( 県央ネットやま
なし )の拡大の相談を受けたことは、地域の持続的な発展に資するものとして印象に残っています。
　自治体間の連携・協力を推進していくためには、市町村単独で事業を実施することが困難となってからでは
遅く、早い段階で連携・協力していく必要があります。
　連携協約とは異なりますが、北杜市は、長野県富士見町及び原村と定住自立圏形成協定を締結し、八ヶ岳定
住自立圏を形成しており、中心市として 2町村と連携し、広域観光ルートの設定やインバウンド対策事業など
に取り組んでいます。
　派遣元の富士吉田市も定住自立圏構想の中心市としての要件は満たしており、今後も観光などの分野で他の
自治体と連携・協力していく必要性を感じた次第です。
　県で学んだ経験を生かし、富士吉田市に戻った際には自治体間の連携方策を提案できるよう努めていきたい
です。

円滑な市町村財政の運営
　私は現在、市町村の行政、財政、税政、選挙等の支援を担う市町村課で財政担当に在籍しており、主な業務
は市町村等の一般会計に係る予算・決算や、地方債及び地方財政状況調査（決算統計）です。
　以前、財政課での勤務経験があり多少の知識をもって臨んでおりましたが、市町村等からの難解な問合せに
対応する中で、自身の知識や理解の不足を痛感しつつ、勉強する日々を送りながら、業務を進めてまいりました。
　財政担当は市町村の円滑な財政運営をサポートすることが主なミッションであり、市町村が抱えている独自
の課題を類似団体の状況や決算統計、財政状況資料集等の資料を基に検証・分析したことは大変勉強になりま
した。
　また、担当業務のほか、衆議院議員総選挙や全国過疎問題シンポジウムといった業務にも携わることができ
たのは貴重な機会であったと感じております。
　県という今までとは異なる立場で業務を行う中で、国の動向や県内外の自治体の状況に目を向ける機会が増
え、広い視野をもって業務に励む大切さや県職員の皆様や他市町村からの研修生の皆様と交流できたことはか
けがえのない財産となりました。
　残りわずかな研修期間となりましたが、少しでも多くの知識を吸収し、人とのつながりを大切にして、この
ような貴重な体験を今後も生かせるよう職務に励みたいと思います。


